
□一般会計 総額

21,290

34,484

2 △ 915 △915

3 114,000 114,000

4 278,206 278,206

5 △ 1,065 △1,065

22,100

46,700

24,200

1 550

2 12,000

3 114,000

4 250,000

5 104,616

緊急浚渫推進事業債

一般単独災害復旧事業債

寄附金 寄附金積立基金寄附金

繰越金

諸収入 ダム・発電所地域振興事業補助金

＊歳出予算
内　容

前年度剰余金

市税過誤納還付金
(納税課)

法人市民税の還付金の増加が見込まれるため増額するもの

6 市債 93,000

緊急防災・減災事業債

学校連携観戦チケット補助金県支出金

令和２年度９月補正予算の概要

　ふるさと納税に係る諸経費及び積立金、法改正等に伴う各種システム改修を行うため
の戸籍住民事務運営費等について補正予算を計上するとともに、繰越明許費の設定及び
債務負担行為の補正等を行うもの

５３９，０００千円

補正前 補正額 補正後
補正額の財源内訳

特定財源

(以下単位は全て千円)

一般財源

278,206  

＊歳入予算

395,560,000 260,794  

内　容

395,021,000 539,000

1 国庫支出金 55,774
社会保障・税番号制度補助金

通知カード・個人番号カード交付事務委託金

ハラスメント対策事業費
(コンプライアンス推進課)

　令和２年６月の改正労働施策総合推進法の施行等に伴い、
ハラスメントを受けていると感じている市職員が相談しやす
い環境を整備するため、第三者による相談窓口を設置し、職
場におけるハラスメント対策を強化するもの

ふるさと納税に係る諸経費及び積
立金
(財政課、こども・若者政策課)

　ふるさと納税（返礼品ありコース）の寄附額の増加が見込
まれるため、ふるさと納税に係る手数料及び委託料を増額す
るとともに、寄附金積立基金及び子ども・若者未来基金の積
立金を増額するもの

職員給与費
(職員課)

　児童相談所業務に係る特殊勤務手当の改定に伴い増額する
もの

戸籍住民事務運営費
(区政推進課)

　法改正等に伴い戸籍事務に係る各種システムを改修すると
ともに、個人番号カード事務委任に係る地方公共団体情報シ
ステム機構（Ｊ－ＬＩＳ）に支払う負担金を増額するもの
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6 8,881

7 22,173

8 46,871

9 24,200

10 △ 17,000

11 △ 27,291

1

(斎場準備室) 繰越額 43,237

2

繰越額 100,000

3

繰越額 7,609

4

繰越額 788,469

＊債務負担行為の設定

【追加】

指定管理経費

　令和２年１０月からの利用料金改定に伴い、債務負担行為
の限度額を設定するもの(２１件)

限度額　11,354,951千円（総額）

期　間　令和２年度から令和３年度まで
　　　　5件

　　　　令和２年度から令和５年度まで
　　　　16件

ふれあい広場維持補修費
(市民協働推進課)

　令和２年３月に地権者より、土地の一部返還希望の申出を
受けたことに伴い、今年度中に物件の原状回復を行うもの

＊繰越明許費の設定(４件)

（仮称）新斎場整備事業 　新型コロナウイルス感染症の影響により、委託業者の業務
体制の変更及び関係機関との調整に時間を要したことから、
（仮称）新斎場整備基本計画検討業務委託（その２）の年度
内完了が困難となったもの

橋りょう長寿命化事業
(ＪＲ西跨線橋修繕工事負担金) 　新型コロナウイルス感染症の影響により委託工事協定締結

に遅れが生じていることから、工事の年度内完了が困難と
なったもの

広域交流拠点推進事業
(相模原駅周辺まちづくり推進事業)

　新型コロナウイルス感染症の影響により、「相模原駅北口
地区まちづくり推進会議」の設置に遅れが生じていることか
ら、（仮称）相模原駅北口地区まちづくり土地利用方針策定
業務委託の年度内完了が困難となったもの(相模原駅周辺まちづくり課)

公共土木施設災害復旧費
(市道奥牧野綱子ほか６) 　新型コロナウイルス感染症の影響により詳細設計業務委託

に遅れが生じていることから、工事の年度内完了が困難と
なったもの

新型コロナウイルス感染症の影響
等により不要となった事業費等の
減額
(各事業所管課)

　新型コロナウイルス感染症の影響により中止した、各種イ
ベント事業に係る経費及び介護保険事業特別会計への繰出金
を減額補正するもの
　・２０２０東京五輪・さがみはらプロジェクト推進事業
　・各種イベントの中止
　・介護保険事業特別会計繰出金

料金改定に伴う指定管理料の増減
額
(各指定管理施設所管課)

　藤野総合事務所の非常用発電機の故障に伴う緊急改修に要
する経費を計上するもの

緊急浚渫推進事業
(河川課)

　令和元年東日本台風による河川氾濫等の被害が広範囲にわ
たり発生したことを受けて新たに創設された「緊急浚渫推進
事業債」を活用し、同様の被害を未然に防ぐため、緊急的に
河川浚渫を行うもの

文教施設災害復旧費
(スポーツ課)

　令和元年東日本台風により発生した土砂等の仮置き場と
なっている名倉グラウンド（緑区名倉）について、土砂等の
搬出作業時期の決定により、使用再開時期に見通しがついた
ことから、崩落したグラウンド進入路斜面の復旧修繕を行う
もの

　令和２年１０月からの利用料金改定に伴い、指定管理料を
増減額するもの

まちづくりセンター等改修事業
(藤野まちづくりセンター)

(津久井土木事務所)

(道路整備課)
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□介護保険事業特別会計
総額

(単位：千円)

1 4,000 4,000

2 △ 1,000 △ 1,000

1 3,000

□麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業特別会計
総額

(単位：千円)

1 230,000 230,000

1 230,000

□下水道事業会計

総　額

期　間

内　容

１
上鶴間地区雨水幹線整備事業
(下水道整備課)

325,000千円　→　474,200千円

令和２年度から令和３年度まで(変更なし)

工事手法等の変更に伴う総額の変更

内　容

介護保険料還付金及び還付加算金
(介護保険課)

　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被
保険者について、介護保険料を減免する制度を設けたことに
より、過年度分保険料の減免に伴い生じる還付金を増額する
もの

土地区画整理事業費
(麻溝台・新磯野地区整備事務所)

　麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業の工事等に
関する業務の包括業務委託に係る工事の施行及び調査設計業
務の一時中止に伴い生じた現場の管理等の費用について、受
注者との間で和解の協議が整ったため計上するもの

＊歳入予算 内　容

繰越金 前年度剰余金

＊歳出予算 (単位：千円) 内　容

＊継続費の補正

繰入金 事務費繰入金

２３０，０００千円

調整交付金

＊歳出予算 (単位：千円)

３，０００千円

＊歳入予算 内　容

国庫支出金
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